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令和３年度（２０２１年度）第３回公立大学法人熊本県立大学教育研究会議 議事録 

 

日 時：令和３年（２０２１年）６月２１日（月）１４時４０分～１６時００分 

場 所：熊本県立大学 ＣＰＤホール 

出 席：学長 半藤 英明 

副学長 堤  裕昭 

事務局長                平井 宏英 

文学部長 鈴木 元  

環境共生学部長   石橋 康弘 

総合管理学部長       澤田 道夫 

地域連携政策センター長         丸山 泰 （リモート参加） 

学術情報ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ長 北原 昭男（リモート参加） 

国際教育交流センター長 レイヴィン リチャード 

                         （リモート参加） 

文学研究科長               虹林 慶 （リモート参加） 

学校法人 九州ルーテル学院長      内村 公春 

株式会社 熊本日日新聞社 調査役    松下 純一郎 

熊本県公立高等学校長会長        牛田 卓也 

 

監 事：公認会計士・税理士           河喜多 保典 

    弁護士                 本田 悟士 

 

事務局：川元事務局次長、三隅教務入試課長、丸山総務課長、松永企画調整室長、松本学

術情報メディアセンター事務長心得、尾方教務入試課教務班長 

 

１ 開会 

 

２ 学長挨拶 

 

３ 議事 

（１） 審議事項 

① 教員採用に係る枠取りについて 

総務課から令和４年度の教員採用について各学部から枠取り申請が上がっている

旨の説明。 

 

文学部長から資料１に基づき説明。 

「今回の教員採用は、自己都合退職者の補充を目的としたもの。専門分野は日本古

代文学。自身の専門のみならず熊本を中心とした九州内の文献調査等に貢献できる人

材を募集する。」 
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環境共生学部長から同資料に基づき説明。 

「今回は食健康環境学について管理栄養士免許に関わる実験実習演習の補助及び、

研究指導の補助を行う者を募集。本学は栄養士並びに管理栄養士の養成施設であり、

関係規則に則り、管理栄養士の免許を有する者で助教又は助手を募集する。前任者は

助教、今年３月に転出したため早急に補充を行う。」 

 

共通教育センター長から同資料に基づき説明。 

「令和４年度に開設するデータサイエンスを担当する教員についての枠取り。デー

タサイエンスは、今後、情報化社会がさらに高度化していく流れを見据え、データを

扱うルールとマナーを学び、併せてサービスを受け取るだけでなく、自らがデータを

利用し、必要なデータを作成する主体となる人材を育成することが目的。ついては、

全学生の必修科目として共通教育センターの教員として枠取りを行う。」 

 

審議の結果、案のとおり承認した。 

 

 

② 令和３年度研究活動上の不正防止策に関する実施方針及び実施計画について 

学術情報メディアセンターから、資料２、参考資料に基づき説明。 

「本学の『研究活動上の不正防止対策に関する実施方針及び実施計画』については、

毎年内容の見直しを行い、改めて策定の上、実施しているが、今年文部科学省にお

いては、研究費不正が依然とし発生しているとして、研究費に係る不正行為の防止

の指針となるガイドラインの改正が行われ、令和３年度を「不正防止対策強化年度」

と位置づけ、体制等の再点検と改正ガイドラインに沿った取り組みの要請が行われ

ている。これを受け、本学では体制の点検等を行い、改正ガイドラインに沿って、

不正防止に関する項目の役員会等での審議要件化、啓発活動の実施を新たに取り組

むこととし、方針、計画を策定したので、御審議をお願いするもの。なお、今年度

から毎年教育研究会議で審議後、学内周知等を行う予定。」 

 

審議の結果、案のとおり承認した。 

  

  

③  中期計画・年度計画に関する自己点検・評価（案）等について 

企画調整室から、資料３、資料３－２に基づき説明。 

「自己点検・評価については、学校教育法第 109 条第 1 項に基づき、本学で定める基

本方針に沿って、自己点検・評価を実施するとしており、令和 2 年度の業務実績に係

る自己点検・評価報告書（案）を資料３－２のとおり取りまとめ、教育研究会議で審

議後、経営会議及び理事会を経て、6月末には結果の公表を予定している。 

 

また、監事監査について、地方独立行政法人法第 13 条の規定に基づく監事監査の対

象となる資料が、当該自己点検・評価報告書をもとに作成する事業報告書であり、既
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に今月 14日に実施された監事監査の際、当該資料により監査を受けており、今後監査

報告を県に提出し、公表の予定。 

 

次に資料３裏面の法人評価について、地方独立行政法人法第 78条の 2の規定により

業務実績について、県が設置する法人評価委員会の評価を受けなければならないとさ

れており、この法人評価委員会による評価の対象となる書類も、本日の審議資料に基

づいて作成する業務実績報告書であり、これを法人評価委員会へ提出する予定。 

 

報告書（案）の自己評価結果 50 項目中会評価が 47 項目、B評価が 3項目。B 評価の

うち 2 項目については、コロナウイルス感染拡大の影響を受け、基準に満たなかった

もの。」 

 

審議の結果、案のとおり承認した。 

  

 

（２） 報告事項  

① 前回認証評価に係る「改善報告書」の大学基準協会における検討結果について 

 

② 熊本県立大学未来基金令和２年度（２０２０年度）収支状況等について 

 

 

４ その他 

   

次回日程  令和３年度（２０２１年度）第４回 ７月１２（月）午前１０時～ 

ＣＰＤホール 

 

 

５ 閉 会  


